



Premacture Senility and its Evaluation




















































20－24 25－29 30－34 35－39 40一
R 計
文 SD
M 10 10 8 9 8 20－45 45 3．7 5．46
ダウン症
F 9 12 9 5 5 21－48 40 5．1 5．Ol
M 10 10 7 10 7 20－45 44 8．9 9．76
一般精薄


































































































































年齢段階 N 変化なし 最高 文 SD N 変化なし 最高 文 SD
20～24 10 4 10．7 2．8 3．61 9 5 8．9 2．0 3．26
ダ
25～20 10 2 17．4 5．7 5．58 12 6 14．3 4．0 4．98
ウ
30～34 8 3 7．1 2．5 2．21 9 1 22．4 5．7 8．95
ン
35～39 9 1 27．8 10．7 8．34 5 1 18．0 7．1 6．74
症
40～ 8 0 61．2 34．5 13．40 5 0 27．9 16．7 6．38
20～24 10 7 10．7 2．1 3．71 10 9 1．8 0．2 0．57
一
25～29 10 5 18．0 4．5 6．45 11 7 10．7 3．0 4．03
般
30～34 7 2 14．9 4．1 5．13 ll 3 15．6 4．1 4．76
精
35～39 10 1 22．7 9．4 8．03 3 1 12．6 4．6 5．66
薄
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Fig．2群別，性別による外見上の老化度
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老 化 度 老 化 度


























































































































































段階 N 検査不能 文 SD N 検査不能 文 SD
20～24 10 3 7．3 6．74 9 1 9．1 6．45
ダ
25～29 10 5 3．7 5．97 12 3 3．8 4．67
ウ
30～34 8 2 3．0 5．07 9 2 4．1 3．25
ン
35～39 9 5 2．1 3．38 5 1 4．4 4．03
症
40～ 8 4 1．8 2．ll 5 0 3．4 O．80
20～24 10 1 18．7 ll．37 10 0 9．8 4．56
一
25～29 10 4 5．7 5．53 11 1 8．9 6．89
般
30～34 7 4 4．7 6．98 ll 3 6．2 5．34
精
35～39 10 4 4．9 5．72 3 1 12．7 ll．09
薄













































































N 28i17 27　i17 30　　　10 32i8
Table　930歳以上における群別，性別による老化度と知能の関係
ダ　ウ　　ン　症 一　般　精　薄老化度
M F M F































身辺の自立 言葉の使用 移動交通 数量処理 作業技術 そ　の　他
N 文 SD 文 SD 文 SD 文 SD 文 SD 文 SD
20～34 28 3．9 1．46 2．0 2ユ4 0．8 1．14 0．7 1．16 2．4 2．30 1．5 1．84
M
35～ 17 3．7 1．67 2．2 2．16 0．6 0．77 0．2 0．43 2．5 2．16 1．3 1．71
20～34 30 4．9 0．45 2．6 2．09 0．8 1．15 0．8 1．19 2．8 2．32 1．3 1．29
F
35～ 10 2．2 1．55 L6 ！．69 0．3 0．46 0．4 0．66 1．6 1．86 1．2 1．72
20～34 27 4．1 1．20 3．0 2．01 1．5 1．55 1．5 1．45 3．0 1．95 2．2 1．75
M
35～ 17 4．2 1．35 3．2 2．01 1．3 1．74 1．1 1．35 2．9 2．30 2．0 1．61
一　般　精　薄
20～34 32 4．5 α83 3．3 1．86 1ユ 1．43 L1 1．39 2．5 2．17 2．6 L85
F
35～ 8 4．6 0．99 3．6 1．65 1．3 1．48 1．8 1．79 3．6 2．29 2．8 1．89
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Fig．535歳以上の者による老化度と社会生活力との関係
老化の進行を遅らせるのではないかなどの意見が聞かれる。
ば
移
動
　それだけではないと思う。作業内容の適1生化，作業時間の調整を始め，生活の中に歩行
運動やカラオケなどを取り入れ，さらに若年者と高齢者との混成の生活の場づくりなど，
それぞれの施設での老化対策が功を奏しているのではないかと思う。
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4．要　　約
　県下の精薄施設に入所しているダウン症の外見上の老化の実態を一般精薄と対比しなが
ら明らかにすることにした。
　ダウン症群85名（男性＝45，女性＝40）と対照群として施設，性，年齢でマッチしてい
る一般精薄群84名（男性＝44，女性＝40）に対して，①外見上の老化度調査，②長谷川式
簡易知能検査，③成人用社会生活力検査を実施した。
　その結果として，次の点を明らかにした。
　！）ダウン症の外見上の老化は20歳代から始まり35歳頃から加速し40歳代で急激に進行
することが分かった。この急激な老化は男性が女性より有意に強いことが分かった。
　2）外見上の老化度指標は知能や社会生活力とは殆ど関係の無いことが分かった。この
関係は一般精薄群においても同じである。外見上の老化度指標と歴年齢との相関は両群と
も高く，しかも一般精薄群よりダウン症群が高い傾向にあることが分かった。
　35歳から50歳で，外見上の老化が進んでいるものと進んでいないものとで知能や社会生
活力で違いがあるかを検討してみると，違いの無いことが分かった。つまり，少なくとも
40歳代までは外見上の老化は知能や社会生活力に影響を及ぼさないことが明らかになった。
このことは，施設の規則正しい生活と施設が工夫された適度な刺激が功を奏しているので
はないかと思われる。
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